
■無いものを探す■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 328号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

オンラインの議論をご希望の方は、気軽に返信ください。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：世田谷暮らしひとまず完了 

 

ほぼ 1か月に及んだ世田谷暮らしでしたが、昨夜横浜の自宅に帰還しました。 

懸案だったワクチン接種は、友人の好意により、7/7と 7/30どちらもドタキャン代打ちで無事完了しました。 

幸いなことに、接種後の副作用もほとんど無く、無事に暮らしています。 

おりしも、感染急拡大となり、最悪のオリンピックになりつつあります。 

変異株の前にはワクチンも救世主とは言い切れないようですが、せめて自分が感染源にならぬよう、願うばかり

です。 

と、書いては見たものの、ほとほとつまらぬコメントですね。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログより：無いものを探す 

 

地主の学校の出版に向け、図表の整備に取り掛かった。 

これまでは、あくまで自作の資料として使用するだけだったので、文中に引用する写真はもちろんのこと、表や

グラフなどはネットで画像検索し、気楽にパクって使用していた。 

だが、正式に出版するとなるとそれは絶対に許されない。 

すべての図表は、自作のもの以外はすべて出展を明らかにした上で、掲載の許諾が必要だ。 

さらに言えば、図表の掲載には費用もかかるので、内容の理解に不要なものをそぎ落とす作業も必要だ。 

初めは、生産性のない嫌な作業だと毛嫌いしていたが、いざ始めてみると新たな気づきに満ちた面白い作業とな

った。 

今日はそんな報告をしておこう。 

・ 



最初の作業は、出展を明らかにすることだ。 

そもそも情報とは、正しいことが必須であり、誤りや偽の情報を論拠に議論を進めるわけにはいかない。 

僕の最大の情報源は、おなじみのWikipedia だが、その情報を論拠にしているわけでない。 

多くの場合、自分の議論の見出しや出発点として参照しているにすぎず、その論証は自力で行っている。 

だが、全ての情報の真偽を自力で確認するのは難しく、特に数値や事例については知ったかぶりするわけにはい

かず、情報の出所＝発信者を探すことになる。 

結局、出所の真偽を確かめるには、同じ出所を持つ複数の情報を見つけるしかないので、根気強く検索を繰り返

すことになった。 

・ 

その結果わかったことは、出所が極めて少ないこと。 

一つの検索ワードに対し、見つかるデータのほとんどは、同じ出所の数値や内容を転用していることが分かって

きた。 

でも考えてみれば、それは当然のことだろう。 

国勢調査などの網羅性の高い大規模調査は、めったに行われるものではない。 

空き家の戸数で有名な、「住宅センサス」という統計局による大規模調査では、約 350 万世帯の調査から統計処

理によって 6,000 万世帯の動向を類推しているにすぎない。 

実数調査でない限り、その数値の信ぴょう性は、調査者の属性に寄るしかない。 

つまり、「国家機関が公表する数値」としての信ぴょう性を、そのまま読者に委ねるしかないわけだ。 

・ 

一方、数値データの中には、もちろん実数データも存在する。 

それは、全数調査というよりは、日常の業務処理で把握しているデータに基づく数値のこと。 

住民基本台帳や、戸籍登録上の人口データ、そして固定資産税台帳により把握されている土地所有者や土地面積

に関する情報だ。 

つまり、そこに実数データがあるということは、国家や社会が何らかの目的をもってそのデータを管理している

ことを意味している。 

地主の学校に出てくる「所有者別国土面積」は、官（国、都道府県、市区町村）と民（法人、個人）がそれぞれ

どれくらいの土地を所有しているかというデータだが、様々な行政機関の講評データの寄せ集めで、その他（不

明部分）が 20%を優に超えてしまう。 

これは、測量誤差だけでなくそもそも未測量部分が含まれており、日本は国土の所有者を把握していないことに

なる。 

・ 

また、先ほど述べた空き家の戸数だが、ドイツでは実数を把握しているようだ。 

そもそも、自治体ごとに建設年月と住宅規模を把握していて、これらを基に住宅政策を立案しているという。 

日本だって、すべての新築工事の確認申請を受理しているのだから、その気になれば詳細な情報把握は可能なは

ず。 

だが、住宅の実態把握はもちろんのこと、それに基づく供給計画など一切存在せず、新築工事は無制限に行われ、

空き家は増え続けている。 

先日、建築家山本理顕氏のシンポジウムを開催したが、その中で我が国の公営住宅供給が先進諸国の中でも飛び

ぬけて低いことが紹介されていた。 

同氏の「カジノ抜きのまちづくり」が抹殺されるのは、むしろ日本の「建設族」からの暗黙の圧力と言えるかも

しれない。 

・ 



こうして、僕のはじめた「データの裏付け調査」は、思わぬ気付きをもたらした。 

つまり、他所の国にあるものが「日本に無い」という問題だ。 

そこにある問題や課題に取り組むのは、一見わかりやすい話だし、それを無くすことが解決ならば、すぐに対処

できるはず。 

だが、「そこに無い問題」に取り組むには、「有るという解決」を指し示す必要がある。 

これは、とても難しい。 

新しいことをやるということは、そういうことかもしれない。 

 

https://nanoni.co.jp/20210802/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い＋今後の予定 

【凡例】 

■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

△同席不可：予定の前後は面談可能です。 

▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（火）08/03 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

（水）08/04 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

（木）08/05 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

12-14時 ▲文芸社打合せ（新宿） 

15-16時 ★喜多見 PJT（笑恵館） 

（金）08/06 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

（土）08/07 ■〇◎笑恵館作業日 09-17時 

 09-12時 〇アントレハウス笑恵館（笑恵館） 

18-20時 △入居者食事会（笑恵館） 

（日）08/08 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

（月）08/09 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

 

■その後の予定 

08/10 10-17時 〇アントレハウスいづみ（反町） 

08/11 15-17時 ★来訪：中塚さん（笑恵館） 

08/12 16-17時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

08/12 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

08/12 19-21時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

08/13 14-15時 ★来訪：石崎さん（笑恵館） 



08/13 20-21時 ★カプラー起業交流会（リモート） 

08/14 09-12時 〇アントレハウス笑恵館（笑恵館） 

08/19 10-12時 ▲HFA定例理事会（渋谷） 

08/19 18-20時 ★笑恵館完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

08/26 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

09/01 20-22時 ■名栗の森オーナーシップクラブ 9月例会（リモート） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(取締役平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


